
私たちは、地域コミュニティが、自分たちの最優先課題を整理し、
地域リソースを利用可能かつ、それを活かせるためのアプリを作ります。



参加型アクション・デザ

インとは、幅広いコミュ

ニティの人たちが、テク

ノロジー（技術）の介入

機会を見つけ、それに対

する実行可能なプロジェ

クトのアイデアを提供す

ることに積極関与しても

らうための構造化された

手法です。



• GENERATE（生み出す）

• キャラバン・スタジオは、プロジェクト参加者が体験
した問題や葛藤を特定し、参加者が解決しようとしてい
る課題に合いそうなテクノロジーを紹介するファシリ
テーション入りのイベントを行います。



• DESIGN（デザインする）

• プロジェクト参加者は、地域の人たちのニーズや彼ら・
彼女らが置かれているニーズや状況を探る方法を学び、紙
やペン、ハサミなどを使って、テクノロジーの種類や機能、
解決しようとしている問題点にフォーカスしたテクノロ
ジーのツールのプロトタイプをデザイン（設計）します。



• SELECT（選択する）

• オフラインとオンラインのチャンネルを通じて、より
多くのコミュニティが、コミュニティがデザインしたプ
ロトタイプを目にし、プロトタイプに対するフィード
バック（意見）を提供する機会をもちます。これらの
フィードバック情報は、プロトタイプの改善や、潜在的
なユーザーに最も共感される機能を特定するのに役立ち
ます。



• BUILD（構築する）

• プロトタイプやそれに対するフィードバック、そして
Generate（生み出す）とDesign（デザインする）の段
階で出た問題点などの情報を開発者に提供します。コ
ミュニティ主体の情報は、地域コミュニティに根差した
ツールを生み出すための強固な定性データとなります。



• USE（使う）

• 地域コミュニティのメンバーは、ツールに投資し、自分
たちで作ったものを他の人にも役立ててもらおうと、一緒
に取り組みます。



10年以上にわたり、
私たちはこの手法
を応用して多くの
学びを蓄積してき
ました...。













私たちの学びは、
「やってみるこ
と」から始まりま
す。

Our 
learning 
happens 
by doing.









全員のオーナーシップ（主体性）



[landscape mapping ]

ランドスケープ
（状況）マッピ
ング

地域コミュニティをリサー
チする



ランドスケープ
（状況）マッピ
ング

地域コミュニティをリサー
チする

課題や地域リソース、誰が
グループのために提唱して
いるかを考える

[landscape mapping ]



[generate]

生み出す

デザイン・クエスチョンをつ
くる

その質問への回答をブレイン
ストーミングする



[generate]

生み出す

デザイン・クエスチョンをつ
くる

その質問への回答をブレイン
ストーミングする

そのアイデアの重要性を評価
する





[design]

デザインする

この製品（アプリ）をどん
な人が使うのか、どのよう
に使うのかを深く考える



デザインする

この製品（アプリ）をどん
な人が使うのか、どのよう
に使うのかを深く考える

出てきたアイデアを盛り込
んだローファイ・プロトタ
イプをデザインする

[design]







www.JPNOC-CaravanStudios.org

私たちの
プロジェクト
の学びの共有

• ガイドブック

• 特設ウェブサイト



ガイドブック

• 各自のワーク用

• ガイドブックには書き
込み用のスペースを用
意

• ガイドブックでのワー
クは、ワークショップ
での議論やフィード
バックにつなげるため
のもの

[guidebook]



特設ウェブサイト

• 今回の共同プロジェク
トを紹介するもの

• 日本語と英語の両か国
語サイト

• 誰でもガイドブックの
ダウンロードが可能

• 訪問者はフィードバッ
クすることが可能

[web site]


